


































































































































































































































































































































































































報告されている（Noad et al. 2000）。クジラの歌には方言が存在すること
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のではなく、同じ規則に従って



























（1） a.  作巳　しか　来ていない。
 b. * 作巳　しか　来ていた。
（2） a.  I do not have anything to say.




















（3） a.  Tom said [that Mary believes [that John suspects [that …]]]





（4） a.  太郎はさっき、［昨日は作巳しか来なかったと］言った。
 b. * 太郎はさっき、［昨日は作巳しか来たと］言わなかった。
（5） a.  The fact [that Sakumi didn’t prove anything] surprised somebody.











依存規則（structure dependent rule）」、あるいは句構造文法（phrase structure 
grammar：PSG）と呼ぶ。26
近年の極小主義（minimalist program）に基づく言語理論（Chomsky 


















































































（9） a.  全ての人間言語は再帰的併合をもつ。 （＝（7））
 b.  他の動物に再帰的併合はみられない。













































































































































9 “Her [Chaser’s] learning and retention of more than 1000 proper nouns revealed clear 
evidence of several capacities necessary for learning receptive human language: the 
ability to discriminate many nouns phonetically, the ability to discriminate many 











は動詞と名詞を区別でき、さらにその組み合わせ、To ball, take Frisbee.という













15 他に代表的なものとしては、ボノボのカンジ（Savage-Rumbaugh and Lewin 




























24 Noam ChomskyがしばしばWilhelm van Humboltを引用しながら述べる、「有限の
道具立てを用いて無限を手に入れるシステム（“ a system which makes inﬁnite 
















28 Corballis（2007）、岡ノ谷（2009）が指摘しているとおり、Fitch and Hauser（2004）
で採用されている「句構造文法」の定義には曖昧性が含まれており、その








31 実際には、Hauser et al.（2002）では言語能力を「広義の言語機能（Faculty of 
Language in the Broad Sense：FLB）」と「狭義の言語機能（Faculty of Language 
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